
【応差（ヒステリシス）】
■ 応差（ヒステリシス）とは？
・反射型光電センサにおいて、センサに対し、標準検出物体を検出軸方向から
近づけ、初めて入光動作する距離（動作距離）と、遠ざけて初めて出力が非入光
動作する距離（復帰距離）との距離差のことを応差（ヒステリシス）と言います。
動作距離に対する割合（%）で表します。

・動作距離に対する割合であり、検出距離に対する値ではありません。
したがって、感度調整により動作距離が短くなると、応差（ヒステリシス）の数値は
小さくなります。

■ 応差（ヒステリシス）の事例
・小型ビームセンサCX-400シリーズ（拡散反射型）の応差（ヒステリシス）の仕様は、次のように『動作距離の１５％以下』

となっており、この数値（１５％）は固定です。

センサ

入光動作：動作設定により異なり、Light-ONにした場合はON、Dark-ONにした場合は、OFFとなる。

非入光動作：動作設定により異なり、Light-ONにした場合はOFF、Dark-ONにした場合は、ONとなる。

センサ

・近接センサにおいて、標準検出物体を検出軸方向から近づけ、初めて接近時
動作する距離（動作距離）と、遠ざけて初めて出力が離れた時の動作をする距離
（復帰距離）との距離差のことを応差（ヒステリシス）と言います。
動作距離に対する割合（%）で表します。

接近時動作：出力動作により異なり、接近時ONの機種の場合はON、離れてONの機種の場合は、
OFFとなる。

離れた時の動作：出力動作により異なり、接近時ONの機種の場合はOFF、離れてONの機種の場合は、
ONとなる。

・反射型ビームセンサの場合、ほとんどの機種が１５％以下となっていますが、機種
に異なり、１５％以外の数値の機種もあります。
例えば、距離設定反射型ビームセンサCX-441／CX-443の応差（ヒステリシス）

の仕様は、『設定距離の２％以下』となっています。
これは、微小な段差を検出するために、このような仕様となっているものです。

■

 

透過型、ミラー反射型ビームセンサには、応差
（ヒステリシス）が無いのか？

・透過型、ミラー反射型ビームセンサの応差（ヒステリシス）は、上記のように『―』となっており、数値の規定がありません。
これは、応差（ヒステリシス）が、”無い”ということではなく、反射型のような規定が困難なために記載なし（―）、としてい
るだけであり、実際には応差（ヒステリシス）は存在します。
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■

 

どうして、応差（ヒステリシス）が必要なのか？
・検出物体の振動や内部ノイズ（受光素子のホワイトノイズ）の影響を受けて、センサの出力が不安定になる（チャタリング）
ことを防止するために応差（ヒステリシス）が設けられています。
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応差（ヒステリシス）

・左のグラフは、検出物体を遠方からセンサに近づけ、その後に
検出物体を遠ざけたときの“入光量”を表したものです。
反射型ビームセンサの場合、検出物体を近づけると入光量は多く
なり、遠ざけると少なくなります。

・動作レベルとは、検出物体が動作距離ちょうどの位置にある時の
入光量で、この値を超えると出力は入光動作します。

・復帰レベルとは、検出物体が復帰距離ちょうどの位置にある時の
入光量で、この値を下回ると出力は非入光動作します。

・動作レベルと復帰レベルの差が応差（ヒステリシス）です。動作設定：Light-ON

動作レベル
兼

復帰レベル

応差（ヒステリシス）が有る状態（通常状態）

応差（ヒステリシス）が無い状態
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・今、仮に、応差（ヒステリシス）が無い場合、すなわち、動作レ
ベルと復帰レベルが同一である場合を考えてみます。

検出物体が動作・復帰距離付近に静止していて、多少、振動
している場合、本来、出力はONまたは、OFFで一定であるべき
ですが、検出物体の振動により入光量が変動し、その度毎に
動作・復帰レベルを超えたり下回ったりすることになります。
この結果、出力はON/OFFを繰り返すことになります。
（これを、チャタリングと呼んでいます。）
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■

 

応差（ヒステリシス）を小さくすると、キレの良い検出ができる

・一般的にセンサの応差（ヒステリシス）は一定ですが、デジタルファイバセンサ
FX-500シリーズでは、応差（ヒステリシス）を３段階で切り換えることが可能です。

・応差（ヒステリシス）を小さくすると、微小な部品の検出など、シャープな切れ味
良い検出が可能となります。

・応差（ヒステリシス）を大きくすると、検出物体のバタつきに強い検出が可能
となります。
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フィルムのバタツキに

より、光量が変化

光量変化の幅が

ヒステリシス内

に入る。

検出物体の振動により、入光量が変動
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